
平成28年度採択 下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）

生物膜ろ過併用DHSろ床法（自主研究中）
※国土交通省 国土技術政策総合研究所より、ガイドライン公表済み

三機工業（株）・東北大学・香川高等専門学校・高知工業高等専門学校
日本下水道事業団・須崎市 共同研究体（H28～H29：実証研究時の体制）

人口減少地域における下水道の持続性確保のために、処理場へ流入する水量の減少に
応じて、効率的にダウンサイジングが可能な水処理技術が求められている。本技術は、「ス
ポンジ状担体を充填したＤＨＳ※ろ床」と「移動床式の生物膜ろ過施設」を組み合わせること
により、効率的にダウンサイジングが可能な標準活性汚泥法代替の水処理技術である。
※ DHS ： Down-flow Hanging Sponge (下向流懸垂型スポンジ状担体)

概 要

各プロセスの特徴

処理場名
須崎市終末処理場
（高知県須崎市）

処理方式 標準活性汚泥法

処理人口 1,624 人（H30年度末）

現有処理能力 1,800 m3/日（日最大）

流入水量 500 m3/日（日最大）

実証フィールドの概要

※2 従来法：標準活性汚泥法

ＤＨＳ担体 スポンジ内に高濃度汚泥を保持
（Tandukar et al,2006)

（使用中）

スポンジ状担体を充填したDHSろ床

～無曝気・省エネルギーで生物処理～

汚泥減量化・維持管理容易DHSろ床 担体設置状況

1ユニット

移動床式の生物膜ろ過施設

～生物処理とろ過で仕上処理～

生物膜ろ過施設 担体設置状況

DHSろ床処理水 DHSろ床処理水

連続処理で省スペース

流入水量に応じて処理能力を効率的に縮減

⇔従来法※2は元の躯体容量に合せた更新が必要

流入水量に追従して水処理コストを削減

⇔従来法※2は流入水量が減ってもコストを下げにくい

多様な水質ニーズに対応

（ユニットプロセスの組合せが自由）
ユニット化で大幅な工期短縮・工費縮減

能力 6,750m3/日

既設標準法「反応タンク」に設置可能

生物膜ろ過施設
ＤＨＳろ床

反応タンク

最終沈殿池
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フロー

高知市・高知大学・日本下水道事業団・ﾒﾀｳｫｰﾀｰ共同研究体
※国土技術政策総合研究所からの委託研究により実施

目的
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H27.6月 H28.3月

15mg/Lﾗｲﾝ

処理性能

流入下水

処理水

電力消費量原単位の内訳

下知水再生センターの本技術

能力 6,750m3/日

前段ろ過施設

ろ材

本技術は、既存施設の土木躯体を活用し、良好な処理水質を確保しながら、
消費ｴﾈﾙｷﾞｰを抑制する標準活性汚泥法代替技術を目指して，開発したものです。

下知水再生センターでの実測値

5万m3/日のモデル的な標準活性汚泥法の土木躯体
を活用した場合の実証データに基づく試算値

※ 現在も、高知市・高知大学・ﾒﾀｳｫｰﾀｰ㈱の３者で，実証施設を用いた共同研究を継続中です。
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散水担体ろ床
流入水

散水ノズル

散水担体
ろ床流出水

洗浄排水担体

2018年 優秀環境装置表彰「経済産業省産業技術環境局長賞」受賞

無曝気循環式水処理技術

（単位：kWh/m3）

反応槽設備
（0.043）

ブロワ設備
（0.142）

脱臭設備（0.011）
終沈設備（0.023）

循環ﾎﾟﾝﾌﾟ
（0.050）
最終ろ過ポンプ
（0.023）

逆洗ポンプ
（0.008）

通気ファン（0.007）

原水揚程ｱｯﾌﾟ分
（0.007）

その他（0.010）

初沈設備
（0.003）

標準活性汚泥法
0.222kWh/m3

削減率：53％

本技術
0.105kWh/m3

装 置



二点ＤＯ制御システムは、二ヵ所に設置したＤＯ計の値を用い、水路内
の溶存酸素（ＤＯ）濃度の勾配が一定となるように、曝気風量と循環流速を独立に自動
制御します。これにより、好気ゾーンと無酸素ゾーンを安定的に形成します。

オキシデーションディッチ法（OD法）における
二点DO制御システム

概要

導入効果

平成27年度(第8回)国土交通大臣賞「循環のみち下水道賞」グランプリ受賞 技術概要書－３


